





































































































































































































































































































































考」、『思想』（岩波書店）1999 年 2 月号、64-92 頁。


































19 戸坂潤「日常性について」1934 年 9 月、『思想としての文学』1936 年 2 月、『戸坂潤全集』第
4 巻、136-7 頁。戸坂の日常性概念の重要性を論じたものとして以下参照。Harry Harootunian, 




































































































26 「商品テスト入門」、『暮しの手帖』100 号（1969 年 4 月）、86 頁。花森『一銭五厘の旗』（暮し



















大に努めた。発行部数をみてみると、1948 年の創刊号は 1 万部、第二号は
1 万 2000 部、第三号は 1 万 5000 部と伸びていき、商品テスト導入後の 1958



















































































32 花森安治「あとがき」、『暮しの手帖』96 号（特集『戦争中の暮しの記録』）、1968 年、250 頁。翌年、
増補のうえ単行本として出版された（暮しの手帖編『保存版　戦争中の暮しの記録』（暮しの手
帖社、1969 年）。

































論的考察として、以下参照。Judith Butler, Frames of War: When is Life Grievable? （Verso, 2010）． 
［ジュディス・バトラー『戦争の枠組─生はいつ嘆きうるものであるのか』清水晶子訳（筑摩
書房、2012 年）］。






























36 花森「わが思索わが風土」、『朝日新聞』1972 年 6 月 17 日。花森の国家批判は自ら内面化した
愛国心の裏返しでもあることを指摘しておくべきだろう。


























































































































































































48 花森安治「買いおきのすすめ」、『暮しの手帖』第 2 世紀 28 号、1974 年、111-2 頁。










































しの手帖』第 2 世紀 21 号、1972 年、19 頁。
63花森安治と戦後民主主義の文化政治























　1978 年 1 月、花森安治は 66 歳で亡くなり、同月刊行の第 2 世紀 52 号が彼
の編集した最後の『暮しの手帖』となった。花森の死後、雑誌『暮しの手帖』は
すこしずつその姿を変えながら、現在も刊行をつづけている 57。花森と二人
54 花森安治「君もおまえも聞いてくれ」、『文藝春秋』1972 年 3 月号。ここでの引用は下記の再録より。
『文藝別冊　花森安治─美しい『暮し』の創始者』（河出書房新社、2011 年）、11-12 頁。























































※ 本稿の草稿は 2014 年 2 月 11 日にカリフォルニア大学ロサンゼルス校で行われた招待講演
（Hanamori Yasuji and the Politics of Everyday Life in Postwar Democracy）において報告された。貴
重な機会を与えてくださった Prof. Katsuya Hirano に感謝したい。
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葛西弘隆「ナショナル・デモクラシーと主体性─丸山真男の民主主義論再考」、『思想』1999 年 2 月
号。
葛西弘隆「花森安治と北海道─開拓・棄民・国家」、『国際関係学研究』第 44 号（津田塾大学、2018 年）。




第 16 巻（岩波書店、2004 年）。
ドネラ・H・メドウズ他『成長の限界 ─ ローマ・クラブ「人類の危機」レポート』大来佐武郎監訳（ダ
イヤモンド社、1972 年）。











戸坂潤「日常性について」1934 年 9 月、『戸坂潤全集』第 4 巻（勁草書房、1966 年）。
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